
 

・交通と土地利用モデルを統合したモデルの紹介、動的な時間帯別配分に関する理論研究発表、

センターレスプローブの効果のシミュレーション分析というように多彩な内容のセッションで

あった。 
・3 つの発表に共通のテーマとしては、動的配分、シミュレーション、静的配分というように、

ネットワーク解析があげられる。 
・多彩な発表ではあったが、フロアからの質疑も活発で有意義な 90 分であった。 

・交通と土地利用モデルを統合したモデルの紹介 
・世帯単位のエージェントベースのモデルにする必要性が明白でなかった。 
・名古屋都市圏における、モデル検証が今後の課題である。 
・モデル検証は、少なくとも 2 時点における検証が必要という意見があった。 
・歴史的な交通ネットワーク整備と土地利用の変遷を記述できるモデルへの展開が期待された。

・動的な時間帯別配分に関する理論研究発表 

・本手法を改良すれば、動的な利用者均衡配分（DUE）の解法にもつながりそう（？） 

・時間間隔を細かくしていくと、DUE ではなく DUO に接近するらしい。 

・V2V だけを考慮したセンターレスプローブの有効性に関するシミュレーション分析 
・V2I と組み合わせた解析が期待される。 
・進行方向が同じ車両同士の V2V も考えられないか？特に渋滞している状態では車間距離も短
いので可能ではないか。 


